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I↑ △Y許スキlか  fIの ■ゞ /`卜 11‐オぎ∩通りですが、参考になれば幸いです。

1)原子力政策の展開′̀
フ・
て。

来 pl酬I国の 添 EEI社 か 言 ハ  田 隆 歯 拠 ∬Iス形 成 に 努 力 す る こ と は 、 当然 とは 言 え賛 成 。原

子力平和fl用の国として当然の処置◇

米 国 終 的 か 匝 子 力 牛 仝 ∩ 由 卜∴F ttLIP的 ″ 努 力 す る こ と に も 、 賛 成 。 特 に 欧 米 で 対 応 が 進

ノでぃス禍酷童力対等 l‐対 |イ  扁r窄開発面で国際水準に遅れない様に努力すること。
キ■ホタ概H∩綸桜について,■  人「1察店の高い日本では安全の為に、世界に先駆けて
シヽ 猶 古 暉 ∴,あ 闘ヽ オ ス 彙 ケ な 持 って 1■ lし 、

来,不 始 ‖サイ未111め紺[集年 _1命イレl十 替 Fじ  か だ I NPTの

罠打,ゝ
2)A ll由 。 NPT条 約は、核兵器国と非核兵器国を大きく差別する、大変な不平等条
約でふn 冷市o下め単堂J卜能で力‖あて■0+,た 、国際条約としても極めて希な不公平な条
約でふス ノ`嶺が出障 lイ 早堂拌能が解消 lた今日、この様な不平等な差別条約が何時ま
でえ、左絆オス

=レ
R十―|ヽ 力かい 伴ぅイ=の条約は核兵器使用禁止条約により早急に置き

春ムベき条約でふス

そもそも原子力の平和利用と戦争利用―即ち核兵器―は両立しない。これは最近の北朝

鮮の問題で日本の市民が嫌と言う程印象付け久力か 務丘果がかけ力 lギハ亡∩ 卜らか「詢I

裁 J問題 は 、発 生 しな い 。 日本 政 府 は 、 NPT条 約 ∩ 務 貯 散 喘 :卜 ∩ 捏 膳 臨ヤ わ宇 力 11' 多

力 で は |レ Iて い ス持 で ふ スが  日大
「

子 力 辞輩 公 業 が △ 生 産 巨で 闇 ぃか 生 )を総 全 で務 靡

絶を打ち出した様に、原子力の平和利用を輌酵永久
に守るためには、核兵器のない世界を

実現する所まで徹底しなければ、将来必ず今回の北朝鮮と同じ問題が発生する。原子力産

業会議の打ち出した方向こそが、原子力の平和利用が守るべき基本原則である。特に来年

は、ヒロシナ・ナガサキ以来50年になる。政府が原子力平和千1用 を、今後も国のエネルギ

ー政 策 の 一 部 と して 維 持 す る政 策 を 1切待 す る の で 六カ 1ギ 単 JLN p Tめ 411Fl‖ R購征 阜 ∴FF漱「

し、米国を説得して核のない世界の実現に努力か尺どl了爾去かい
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